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完全失業率の推移と
雇用調整助成金がない場合の
推計イメージ

2.6ポイント抑制2.6ポイント抑制

推計
平均5.5％

平均2.9％
実際の失業率
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気
仙
沼
・
元

消
防
士
佐
藤
誠
悦
さ
ん

得
た
教
訓

語
り
継
い
で

津波で流され折り重なった車に見入る受講生‖ 日、気仙沼市
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メ モ ３１１ 伝える／備える 次世代

塾を運営する推進協議会の構成団体は次の

通り。河北新報社、東北福祉大、仙台市、

東北大、宮城教育大、東北学院大、東北工

大、宮城学院女子大、尚絅学院大、仙台白

百合女子大、宮城大、仙台大、学都仙台コ

ンソーシアム、日本損害保険協会、みちの

く創生支援機構。

津
波
の
高

驚
き

校
舎
４
階
の
痕
跡
を
見
て
、

こ
の
地
域
を
襲
っ
た
津
波
の
高

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
自
然
の
脅

威
を
語
り
継
ぐ
べ
き
で
す
。
都

市
の
防
災
機
能
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。
大
切
な
人
を
亡
く
し
た

佐
藤
さ
ん
の
悲
し
み
に
触
れ
、

将
来
、
地
域
づ
く
り
を
通
し
て

命
と
生
活
を
守
り
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。（
福

島
市
・
福
島
大
２
年
・
三
浦
祐

さ
ん
・

歳
）

き
る
こ
と
実
践

震
災
遺
構
の
校
舎
は
机
や
教

科
書
が
当
時
の
ま
ま
残
り
、
日

常
を
襲
う
津
波
の
破
壊
力
を
生

々
し
く
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の

命
を
守
る
こ
と
が
大
事
と
語
っ

て
く
れ
た
講
師
の
思
い
を
大
切

に
し
た
い
。
災
害
時
の
リ
ー
ダ

ー
の
在
り
方
も
心
に
残
り
ま
し

た
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
日
頃
か
ら
実
践
し
た
い
。

（
仙
台
市
青
葉
区
・
東
北
大
１

年
・
原
茉
由
香
さ
ん
・

歳
）

受
講
生

声

当時のつらい経験を思い出し、
時折声を詰まらせながら受講生
に語り掛ける佐藤さん

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
啓
発
の
担
い
手
育
成
を
目
指

し
て
河
北
新
報
社
な
ど
が
運
営

す
る
通
年
講
座
「
３
１
１
『
伝

え
る
／
備
え
る
』
次
世
代
塾
」

第
５
期
は

日
、
気
仙
沼
市
を

現
地
視
察
し
た
。
第
３
、
４
回

講
座
と
し
て
、
大
学
生

人
が

東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館

を
訪
問
。
震
災
遺
構
の
旧
気
仙

沼
向
洋
高
を
見
学
し
た
ほ
か
、

震
災
伝
承
に
取
り
組
む
語
り
部

の
話
を
聞
い
た
。

受
講
生
た
ち
は
、
気
仙
沼
市

の
津
波
被
害
を
住
民
ら
が
撮
影

し
た
映
像
で
振
り
返
っ
た
後
、

津
波
で
流
さ
れ
た
車
や
が
れ
き

が
散
乱
す
る
校
舎
３
階
、
工
場

が
ぶ
つ
か
っ
て
壊
れ
た
４
階
ベ

ラ
ン
ダ
の
壁
な
ど
津
波
の
痕
跡

を
見
て
回
っ
た
。

語
り
部
は
同
市
の
元
消
防
士

佐
藤
誠
悦
さ
ん

が
務
め

た
。
佐
藤
さ
ん
は
震
災
発
生
直

後
、
津
波
火
災
が
発
生
し
た
同

市
鹿
折
地
区
で
消
火
作
業
を
指

揮
し
た
。
夜
を
通
し
て
津
波
警

報
の
た
び
に
撤
退
を
繰
り
返
し

な
が
ら
放
水
活
動
を
行
い
、
延

焼
を
食
い
止
め
た
。

翌
朝

消
防
本
部
に
戻
り

消

防
隊
員
の
家
族
に
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
を
知
っ
た
と
い

う
。
行
方
不
明
者
の
名
簿
に
妻

厚
子
さ
ん
‖
当
時

‖
の
名

前
を
見
つ
け
た
瞬
間

立
っ
て

い
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

消
防
士
と
し
て
救
助
、
捜
索

活
動
を
続
け
る
中
、
震
災
発
生

５
日
後
、
厚
子
さ
ん
の
遺
体
が

見
つ
か
っ
た
。
亡
き
が
ら
を
前

に
「
人
を
助
け
る
た
め
に
救
命

と
レ
ス
キ
ュ
ー
の
訓
練
を
し
て

き
た
人
間
な
の
に
、
大
切
な
人

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
た
」

と
明
か
し
た
。

震
災
の
教
訓
と
し
て
、
受
講

生
に
「
二
度
と
多
く
の
犠
牲
を

出
さ
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
命
を
守
り
、
そ
れ
が
で

き
た
ら
周
囲
の
人
を
助
け
て
ほ

し
い
」
と
語
り
、
自
助
、
共
助

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

過
酷
な
任
務
が
続
き
、
佐
藤

さ
ん
は
一
時
、
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

に
か

か
っ
た
。
質
疑
応
答
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
様
子
を
問
わ
れ
る

と
「
つ
ら
い
こ
と
悲
し
い
こ
と

な
ど
負
の
言
葉
と
と
も
に
後
悔

の
涙
が
出
た
。
話
す
こ
と
で
少

し
ず
つ
苦
し
み
が
癒
や
さ
れ

た
」
と
自
身
の
体
験
を
説
明
し

た
。震

災
を
経
験
し
て
い
な
い
人

が
震
災
を
語
る
こ
と
の
是
非
に

つ
い
て
は
「
私
の
話
を
家
や
学

校
で
話
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
も

う
語
り
部
だ
。
命
の
大
切
さ
、

自
助
の
心
構
え
、
何
か
一
つ
で

も
い
い
の
で
教
訓
を
周
囲
に
語

り
つ
な
い
で
も
ら
い
た
い
」
と

答
え
た
。
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震
災
や
台
風
の
経
験
生
か
す

入
院
調
整
な
ど
行
政
と
連
携

宮
城
県
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
再
拡
大
し
て
い

る
。
今
春
は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
、
政
府
の
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
が
、
累
計
感
染
者
数
に
占
め
る
死

者
の
割
合
（
死
亡
率
）
は

日
時
点
で
０
・

％
と
全
国
（
１
・

％
）
で
も
際
立
っ
て
低
い
。
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
医
療
調

整
本
部
副
本
部
長
で
東
北
大
病
院
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
の

石
井
正
教
授
に
背
景
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
は
報
道
部
・
末
永
智
弘
）
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⊃
｜
感
染
の
波
が
再
来
し
た
。

「
普
通
の
災
害
は
、
あ
る
程

度
時
間
が
た
て
ば
終
わ
り
と
な

る
が
、
コ
ロ
ナ
は
感
染
災
害
。

波
が
何
度
か
到
来
す
る
の
が

特
徴
で
、
ま
た
来
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
懸
念
を
常
に
持
っ

て
活
動
し
て
い
る
。
い
つ
で
も

病
床
を
増
や
せ
る
態
勢
に
あ

る
」｜

３
月
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
が
急
増
し
た
。

「
日
に
日
に
病
床
が
逼

ひ
っ

迫
ぱ
く

し
、

ま
ず
い
と
思
っ
た
。
と
に
か
く

ベ
ッ
ド
を
増
や
そ
う
と
努
め

た
。
東
北
大
病
院
の
受
け
入
れ

態
勢
を
拡
大
し
、
協
力
病
院
に

も
受
け
入
れ
枠
を
増
や
す
よ
う

働
き
掛
け
も
し
た
」

「
診
療
の
手
引
は
『
血
中
の

酸
素
飽
和
度
が

％
を
切
る
と

入
院
』
と
し
て
い
る
が
、
仙
台

医
療
圏
の
病
床
が
ぎ
り
ぎ
り
の

状
態
に
な
り
、

〜

％
の
人

に
ホ
テ
ル
療
養
を
お
願
い
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
」

｜
ホ
テ
ル
療
養
者
へ
の
対
応

で
留
意
し
た
点
は
。

「
体
調
悪
化
に
備
え
て
看
護

師
を
待
機
さ
せ
、
医
師
も
１
日

１
回
は
往
診
す
る
ル
ー
ル
を
決

め
た
。
酸
素
飽
和
度
が

％
を

切
る
よ
う
な
ら
診
察
し
て
入
院

さ
せ
る
な
ど
、
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
」

｜
宮
城
県
の
死
亡
率
の
低
さ

を
、
ど
う
分
析
す
る
か
。

「
危
な
い
状
態
に
な
り
そ
う

な
人
を
把
握
し
、
入
院
調
整
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
ベ
ッ

ド
が
足
り
な
い
中
で
宿
泊
施
設

を
県
が
確
保
し
て
く
れ
た
。
そ

こ
で
し
っ
か
り
注
意
を
向
け
、

症
状
が
悪
く
な
る
と
入
院
し
て

も
ら
う
や
り
方
が
機
能
し
て
い

る
と
思
う
」

｜
本
部
を
県
と
仙
台
市
で
構

成
し
て
い
る
。

「
県
、
市
双
方
の
保
健
所
か

ら
感
染
者
情
報
が
上
が
り
、
本

部
で
入
院
の
調
整
を
す
る
。
国

立
大
の
病
院
長
（
冨
永
悌
二
東

北
大
病
院
長
）
が
本
部
長
を
務

め
る
全
国
で
も
珍
し
い
枠
組

み
だ
が
、
東
北
大
病
院
は
県
内

の
病
院
に
医
師
を
派
遣
し
て

お
り
、
病
院
に
話
が
通
じ
や
す

い
」｜

東
日
本
大
震
災
の
経
験
は

生
き
た
か
。

「
県
も
市
も

年
前
に
協
力

し
合
っ
て
震
災
に
対
応
し
た
の

で
『
あ
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に

や
り
ま
し
ょ
う
』
と
な
っ
た
。

行
政
も
医
療
と
連
携
す
る
メ
リ

ッ
ト
を
肌
で
知
っ
て
い
る
」

「
２
０
１
９
年
の
東
日
本
台

風
（
台
風

号
）
の
経
験
も
大

き
い
。
当
時
、
被
災
病
院
の
入

院
患
者
を
転
院
さ
せ
る
な
ど

の
業
務
を
担
っ
た
人
に
本
部

員
を
お
願
い
し
た
。
医
療
逼
迫

時
に
患
者
を
機
械
的
に
割
り

振
っ
て
も
失
敗
す
る
。
相
手
の

立
場
を
考
え
、
相
談
し
な
が
ら

入
院
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

が
必
要
。
今
後
も
経
験
を
生
か

す
」

◇

河
北
新
報
オ
ン
ラ
イ
ン
ニ
ュ

ー
ス
で
詳
報
が
読
め
ま
す
。

東北大病院 石井正教授に聞く

いしい・ただし 1989年東北大医学部
卒。気仙沼市立病院勤務などを経て2002
年石巻赤十字病院第１外科部長。 年２
月に宮城県災害医療コーディネーターを
委嘱された直後に東日本大震災に遭遇、
石巻医療圏の業務調整を担った。 年
月から現職。専門は消化器外科、災害医
療。 歳。東京都出身。
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末
末
末
末
末
末
末
末
末

制
度
な
け
れ
ば

％

に
上
昇
労働経済白書

⊂⊂⊇
∪
∪
∧⊂⊂ ∩

∪
∪

⊃

定
額
制
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
映
画
や
ド
ラ

マ
、
ア
ニ
メ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
動
画
を
一

定
の
料
金
で
好
き
な
だ
け
視
聴
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
や
ア
マ
ゾ
ン
プ

ラ
イ
ム
ビ
デ
オ
、
ユ
ー
ネ
ク
ス
ト
、
ダ
ゾ
ー

ン
が
有
名
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

で
映
画
館
の
休
業
が
相
次
ぐ
中
、
自
宅
に
い

な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
楽

し
め
る
た
め
世
界
中
で
普
及
が
進
ん
だ
。

又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

ネ
ト
フ
リ
都
内
に
直
営
店

コ
ロ
ナ
後
視
野

来
年
前
半
に
も
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過
去
の
障
害
者
い
じ
め

謝
罪
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⌒

五輪楽曲担当の

小山田圭吾さん

東
京
五
輪
の
開
会
式
で
楽
曲
制

作
の
担
当
に
起
用
さ
れ
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
小
山
田
圭
吾
さ
ん
が

日
、
過
去
に
雑
誌
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
告
白
し
た
、
学
生
時
代
の

い
じ
め
に
つ
い
て
謝
罪
す
る
文
章

を
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
掲
載
し

た
。小

山
田
さ
ん
は
謝
罪
文
で
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
や
近
隣
学
校
の
障
害
の

あ
る
生
徒
へ
の
い
じ
め
な
ど
を
認

め
「
深
い
後
悔
と
責
任
を
感
じ
て

お
り
ま
す
」
と
し
、
開
会
式
へ
の

関
与
に
つ
い
て
は
「
不
快
な
印
象

を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
を
心
か
ら

申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
」
と
し
て

い
る
。

雑
誌
は
１
９
９
４
年
１
月
発
行

の
「
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
オ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
」
（
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
オ
ン
）

と

年
８
月
発
行
の
「
ク
イ
ッ
ク

・
ジ
ャ
パ
ン
」
（
太
田
出
版
）
。

同
級
生
を
箱
に
閉
じ
込
め
た
り
、

障
害
の
あ
る
生
徒
を
か
ら
か
っ

た
り
し
た
こ
と
を
反
省
せ
ず
に

語
っ
て
い
た
。
小
山
田
さ
ん
は
、

い
じ
め
た
相
手
に
つ
い
て
「
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

直
接
謝
罪
を
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
は
今
月

日
、
小
山

田
さ
ん
が
開
会
式
の
楽
曲
制
作
担

当
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
発
表
。

そ
の
後
、
雑
誌
で
の
発
言
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
「
致
命
的
な
人
選
ミ
ス
」
な

ど
と
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
。小

山
田
さ
ん
は
小
沢
健
二
さ
ん

と
の「
フ
リ
ッ
パ
ー
ズ
・
ギ
タ
ー
」

で
活
躍
、

年「
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
」

の
名
前
で
ソ
ロ
活
動
を
始
め
た
。

「
渋
谷
系
」
と
呼
ば
れ
、
若
者
ら

の
支
持
を
集
め
た
。

小山田圭吾さん

総
務
省
は

日
、
２
０
２
０

年
度
の
地
方
税
収
（
特
別
法
人

事
業
譲
与
税
を
含
む
）
は

兆

６
６
２
１
億
円
で
、
前
年
度
を

１
・
６
％
（
６
９
５
１
億
円
）

下
回
っ
た
と
の
決
算
見
込
み
額

を
発
表
し
た
。
減
少
は
４
年
ぶ

り
。
消
費
税
増
税
の
効
果
で
地

方
消
費
税
が
伸
び
た
一
方
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
企
業
業
績
の
悪
化
で
地

方
法
人
２
税
（
住
民
税
、
事
業

税
）
が
１
兆
４
千
億
円
超
の
大

幅
減
と
な
り
、
全
体
を
押
し
下

げ
た
。

地
方
税
収
は
、
景
気
拡
大
に

伴
い

年
度
か
ら
３
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
。

年
度
当

初
は

兆
円
超
と
見
積
も
っ
て

い
た
が
、
大
き
く
下
振
れ
し
た

形
。

年
度
も
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
長
引
け
ば
、
自
治
体
の
財
政

運
営
は
厳
し
さ
を
増
す
。

地
方
消
費
税
は

・
１
％

（
６
２
８
２
億
円
）
増
の
５
兆

４
２
３
７
億
円
だ
っ
た
。

年

月
の
税
率
引
き
上
げ
後
、
年

間
を
通
じ
た
増
収
効
果
が
初
め

て
表
れ
た
。

年
の
所
得
金
額

を
反
映
す
る
個
人
住
民
税
は
１

・
６
％
増
の

兆
３
５
１
０
億

円
。
固
定
資
産
税
も
１
・
０
％

増
え
、
９
兆
２
５
９
１
億
円
と

な
っ
た
。

法
人
２
税
は

・
６
％
（
１

兆
４
７
５
７
億
円
）
減
の
７
兆

４
０
４
３
億
円
。
こ
の
う
ち
、

都
市
と
地
方
の
財
政
力
格
差
を

是
正
す
る
た
め
い
っ
た
ん
国
税

と
し
て
徴
収
し
、
自
治
体
に
再

配
分
す
る
特
別
法
人
事
業
譲
与

税
は

・
７
％
減
の
１
兆
６
６

０
６
億
円
だ
っ
た
。

政
府
は

年
度
の
地
方
税
収

を

兆
６
０
７
５
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。

地
方
税
収

兆
円
に
減

20
年
度

法
人
税
大
幅
マ
イ
ナ
ス
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国
保
財
政

億
円
赤
字

19
年
度

加
入
者
の
減
少
要
因

厚
生
労
働
省
は

日
、
自
営

業
や
無
職
の
人
ら
が
加
入
す
る

国
民
健
康
保
険
に
関
し
、
２
０

１
９
年
度
の
実
質
的
な
収
支
が

全
国
で
計
９
３
６
億
円
の
赤
字

に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

年

度
は
初
の
黒
字（
２
１
５
億
円
）

だ
っ
た
が
、
１
年
で
赤
字
に
転

落
し
た
。
加
入
者
が
減
少
し
、

保
険
料
収
入
が
減
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
。

国
保
を
巡
っ
て
は
、
財
政
安

定
化
の
た
め

年
度
か
ら
財
政

運
営
の
主
体
を
市
区
町
村
か
ら

都
道
府
県
へ
移
管
。
１
年
で
赤

字
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
厚

労
省
は
、
年
度
ご
と
に
収
支
の

変
動
は
あ
り
得
る
と
し
て
「
前

年
度
か
ら
大
き
く
状
況
が
変
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。年

度
の
加
入
者
は
、
企
業

の
健
康
保
険
に
移
る
人
が
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
３
・
３
％
減

の
２
６
６
０
万
人
。
こ
れ
に
伴

い
保
険
料
収
入
も
減
り
、
収
入

は
１
・
２
％
減
の

兆
４
３
６

億
円
と
な
っ
た
。
支
出
も
０
・

６
％
減
り
、

兆
７
４
１
億
円
。

こ
の
収
支
か
ら
、
赤
字
補

ほ

塡
て
ん

の

た
め
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
な
ど
を
除
い
た
金
額
が
、
実

質
赤
字
と
な
る
。

高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に

よ
り
１
人
当
た
り
給
付
費
は
３

・
４
％
増
の

万
３
１
６
円
だ

っ
た
。
保
険
料
納
付
率
の
全
国

平
均
は

・

％
。
都
道
府
県

別
で
は

・

％
の
島
根
県
が

ト
ッ
プ
で
、
最
下
位
は

・

％
の
東
京
都
だ
っ
た
。

厚
労
省
は

歳
以
上
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

年
度
の
財
政
状
況
も
発
表
。

加
入
者
増
で
３
６
０
７
億
円
の

黒
字
だ
っ
た
。
給
付
費
は
３
・

９
％
増
の

兆
７
４
４
７
億
円

だ
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は

日
、
２
０

２
１
年
版
の
労
働
経
済
白
書
を

公
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
雇
用
が

悪
影
響
を
受
け
た
と
す
る
一

方
、
雇
用
調
整
助
成
金
（
雇
調

金
）
な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
完

全
失
業
率
は
２
・
６
㌽
程
度
抑

制
さ
れ
た
と
の
推
計
を
示
し

た
。雇
調
金
が
な
か
っ
た
場
合
、

失
業
率
は
５
・
５
％
に
上
昇
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。雇

調
金
は
、
企
業
が
従
業
員

に
支
払
う
休
業
手
当
の
一
部
を

補
ほ

塡
て
ん

し
、
雇
用
維
持
を
促
す
仕

組
み
。
政
府
は
昨
年
か
ら
特
例

的
に
拡
充
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
急
激
な
雇
用
悪
化
を
防
い
で

い
る
が
、
雇
用
保
険
財
政
は
限

界
に
近
づ
い
て
お
り
財
源
確
保

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

白
書
は
、
雇
調
金
や
雇
用
保

険
の
対
象
で
は
な
い
人
向
け
の

「
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
」
が

な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
対
象
者

が
全
て
完
全
失
業
者
に
な
る
と

仮
定
。
雇
調
金
な
ど
の
支
給
に

よ
り
、

年
４
〜

月
の
完
全

失
業
率
は
２
・
６
㌽
程
度
引
き

下
げ
ら
れ
、
平
均
２
・
９
％
に

抑
え
ら
れ
た
と
し
た
。

白
書
は
「
雇
用
対
策
が
労
働

者
の
雇
用
や
生
活
を
守
る
こ
と

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
」

と
分
析
す
る
一
方
、
「
雇
調
金

に
よ
る
多
額
の
支
出
に
よ
り
、

財
源
で
あ
る
雇
用
安
定
資
金
の

残
高
が
著
し
く
減
少
し
て
お

り
、
雇
用
保
険
財
政
は
逼

ひ
っ

迫
ぱ
く

し

つ
つ
あ
る
」
と
の
懸
念
を
示
し

た
。こ

の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
業

務
の
継
続
を
求
め
ら
れ
た
医
療

や
介
護
の
従
事
者
に
つ
い
て
、

年
４
〜
５
月
に
は
肉
体
的
、

精
神
的
な
負
担
が
高
ま
り
強
い

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
と
の

調
査
結
果
も
紹
介
し
た
。

米
動
画
配
信
大
手
ネ
ッ
ト
フ

リ
ッ
ク
ス
が
、
来
年
前
半
に
も

日
本
で
直
営
店
を
出
店
す
る
計

画
で
あ
る
こ
と
が

日
分
か
っ

た
。
東
京
都
内
で
場
所
の
選
定

を
進
め
て
お
り
、
世
界
１
号
店

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
店
内

で
ド
ラ
マ
制
作
風
景
を
再
現

し
、
関
連
商
品
も
販
売
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
背
景
に
コ
ロ
ナ
収

束
後
を
見
据
え
た
企
業
の
動
き

が
活
発
化
し
始
め
た
。

同
社
の
日
本
法
人
幹
部
が
明

ら
か
に
し
た
。
ネ
ト
フ
リ
は
２

０
１
５
年
に
日
本
で
事
業
を
開

始
し
、
現
在
で
は
約
５
０
０
万

人
の
有
料
会
員
を
抱
え
る
。
直

営
店
展
開
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
リ
ア
ル
の
融
合
」
を
加
速

さ
せ
る
の
が
狙
い
で
海
外
で
も

例
の
な
い
試
み
と
説
明
し
た
。

例
え
ば
、
自
社
制
作
の
人
気

ド
ラ
マ
「
全
裸
監
督
」
の
撮
影

セ
ッ
ト
の
再
現
や
関
連
商
品
の

販
売
を
通
じ
、
ネ
ト
フ
リ
の
世

界
観
に
じ
か
に
触
れ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

を
使
っ
て
、
個
々
人
の
好
み
に

合
っ
た
作
品
を
推
奨
し
た
り
、

そ
の
作
品
の
紹
介
画
像
を
表
示

し
た
り
す
る
機
能
な
ど
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
事
例
を
展
示
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

巣
ご
も
り
消
費
が
追
い
風
と

な
っ
て
、
ネ
ト
フ
リ
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
会
員
数
を
大
き
く
伸

ば
し
た
。
民
間
調
査
会
社
に
よ

る
と
定
額
制
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
‖

‖
の
国
内
市
場
で

年

に
約
２
割
を
占
め
、
首
位
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
後
も
拡
大
す
る

に
は
、
リ
ア
ル
で
の
顧
客
接
点

を
増
や
し
て
訴
求
力
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

５
月
に
は
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
大
手
ビ
ー
ム
ス
（
東
京
）
と

組
み
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
雑
貨
を
企
画
。
ビ
ー

ム
ス
の
店
舗
で
商
品
を
販
売
す

る
と
、
想
定
以
上
の
売
り
上
げ

を
記
録
し
た
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
日
本
法
人
幹
部
は
「
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
開
業
も

選
択
肢
の
一
つ
」
と
も
述
べ
た
。
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(６)２０２１ (令和３ )７月１７日(土曜日) (６)２０２１ (令和３ )７月１７日(土曜日)


